
芥
川
龍
之
介
は
源
義
仲
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
ま
ず
大
き
く
二

点
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。
一
つ
は
義
仲
の
政
治
的
施
策
、
す
な
わ
ち
芥

川
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
義
仲
の
「
経
総
」
の
方
面
で
あ
り
、
他
の
一

つ
は
彼
の
人
間
性
（
性
格
）
で
あ
る
。

ま
ず
芥
川
は
義
仲
の
経
倫
に
つ
い
て
は
、
「
革
命
」
の
「
英
雄
児
」
と
し
て
捉

え
、
さ
ら
に
人
間
的
な
面
で
は
、
義
仲
を
「
自
由
の
寵
児
」
と
見
な
し
て
い
た
。

ｊｌ
革
命
の
英
雄
児
と
し
て
の
義
仲

く
芥
川
の
「
義
仲
論
」
は
三
部
構
成
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
は
「
平
氏

政
府
」
に
つ
い
て
、
二
は
「
革
命
軍
」
、
Ｅ
は
「
最
後
」
と
い
う
部
立
て
で

あ
る
。
義
仲
は
、
口
の
「
革
命
軍
」
の
中
程
か
ら
登
場
し
、
「
将
門
、
将
を

（
１
）

出
す
と
云
へ
る
が
如
く
、
我
が
木
曾
義
仲
も
亦
、
将
門
の
出
な
り
き
」
と
彼

の
出
自
を
語
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
芥
川
が
義
仲
を
語
る
に
際
し
て
、
義

｜
、
芥
川
龍
之
介
の
義
仲
観

「
義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

ｌ
高
山
樗
牛
、
山
路
愛
山
と
の
関
連
か
ら
Ｉ

仲
を
取
り
ま
く
当
時
の
歴
史
状
況
ｌ
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
ｌ
の

叙
述
は
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
相
当
に
正
確
な
歴
史
的
認
識
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
芥
川
が
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
な

ど
を
よ
く
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
「
義
仲
論
」
執

筆
の
背
後
に
、
山
路
愛
山
と
い
う
民
間
の
歴
史
家
が
い
た
と
い
う
存
在
を
抜

き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
後
程
に
詳

述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
芥
川
が
「
義
仲
論
」
で
問
題
に
す
る
「
革
命
軍
」
と
い
う
意
味

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
期
に
お
い
て
、
藤
原
氏
を

頂
点
と
す
る
旧
王
朝
宮
廷
勢
力
に
対
し
て
、
対
抗
し
改
革
を
試
み
よ
う
と
す

る
こ
と
と
規
定
で
き
よ
う
。
清
盛
の
平
氏
政
権
、
鎌
倉
の
頼
朝
の
武
士
政
権

も
芥
川
流
に
い
え
ば
、
革
命
政
権
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
芥
川
は
頼
朝
の
革

命
政
権
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、
、

寿
永
革
命
史
中
、
経
世
的
手
腕
あ
る
建
設
的
革
命
家
と
し
て
の
標
式

は
、
吾
人
之
を
独
り
源
兵
衛
佐
頼
朝
に
見
る
。
彼
が
朝
家
に
処
し
、
平

堀
竹
忠
晃

四



氏
に
処
し
、
諸
国
の
豪
族
に
処
し
、
南
都
北
嶺
に
処
し
、
守
護
地
頭
の

設
置
に
処
し
、
鎌
倉
幕
府
の
建
設
に
処
す
る
を
見
る
：
．
…
（
三
最
後
）

頼
朝
は
こ
の
よ
う
に
「
経
世
的
手
腕
あ
る
建
設
的
革
命
家
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
義
仲
は
頼
朝
と
異
な
り
、
「
破
壊
的
」
革
命
家
で
あ
る
。

彼
は
遂
に
時
勢
の
児
也
。
諺
勃
た
る
革
命
的
精
神
が
、
其
最
も
高
潮

に
達
し
た
る
時
代
の
大
な
る
権
化
也
。
破
壊
的
政
策
は
彼
が
畢
生
の
経

繪
に
し
て
…
…
（
三
最
後
）

さ
ら
に
芥
川
は
義
仲
が
寿
永
革
命
史
上
で
「
一
頭
地
を
抽
く
所
以
の
も
の
」

と
し
て
、
義
仲
が
「
飽
く
迄
も
破
壊
的
に
無
意
義
な
る
縄
墨
と
習
慣
と
を
躁

踊
し
て
顧
み
ざ
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
芥
川
の
い
う
「
無
意
義

な
る
縄
墨
と
習
慣
」
と
は
、
京
都
の
公
家
社
会
、
先
例
と
故
実
が
蔓
延
せ
る

宮
廷
で
の
こ
と
を
い
う
。

そ
の
王
朝
社
会
に
対
し
て
、
真
っ
向
か
ら
戦
い
を
挑
ん
だ
の
が
義
仲
で
あ

っ
た
。
芥
川
自
身
頼
朝
と
義
仲
の
経
倫
の
相
違
、
あ
る
い
は
両
者
の
性
格
の

相
違
を
正
確
に
認
識
し
て
い
る
。

頼
朝
は
「
飽
く
迄
も
打
算
的
に
飽
く
迄
も
組
織
的
に
、
天
下
の
事
を
断
ず

る
」
、
義
仲
は
「
其
実
行
に
関
ら
ず
、
唯
其
期
す
る
所
を
行
は
む
と
欲
せ
し

也
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
、
義
仲
が
後
白
河
法
皇
に
戦
い
を
挑

む
法
住
寺
合
戦
は
、
頼
朝
に
あ
っ
て
は
「
如
何
な
る
死
地
に
陥
る
も
、
法
住

寺
殿
の
変
は
な
さ
笈
り
し
な
ら
む
」
と
い
う
。
彼
義
仲
に
と
っ
て
、
皇
室
も

藤
原
氏
も
、
ま
た
故
実
も
先
例
も
、
彼
の
意
に
沿
わ
な
い
も
の
は
、
ま
さ
し

く
破
壊
の
対
象
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
時
の
権
威
や
権
力
も
恐
れ
る
に
足
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。「

義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

と
こ
ろ
で
芥
川
は
義
仲
は
勿
論
、
頼
朝
に
対
し
て
も
、
「
革
命
」
と
い
う
言

葉
を
冠
し
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
こ
の
言
葉
の
適
否
は
ど
う
な
の
か
。
た
と

え
ば
現
代
の
歴
史
界
で
、
頼
朝
や
義
仲
を
革
命
家
と
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
治

承
・
寿
永
の
内
乱
も
変
革
期
と
呼
称
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
革
命
期
と
は
言
わ

な
い
。
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
「
革
命
」
の
呼
称
は
芥
川
独
自
の
語
彙
感
覚

に
よ
る
も
の
な
の
か
。
実
は
私
は
そ
の
背
後
に
山
路
愛
山
の
影
響
が
あ
る
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
。
山
路
愛
山
は
彼
の
著
書
『
源
頼
朝
』
の
「
源
義
仲
論
」

、
、

（
一
九
）
で
、
「
彼
は
旧
き
時
代
を
破
壊
す
べ
き
使
命
を
帯
び
て
世
に
生
ま
れ

た
る
も
の
に
し
て
其
使
命
を
果
た
す
に
於
て
は
殆
ん
ど
遺
憾
な
き
も
の
な
り

き
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
旧
き
時
代
を
破
壊
す
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
、

芥
川
が
義
仲
を
「
革
命
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
は
、
い
ず
れ
も
五
十
歩
百
歩
の

違
い
が
あ
る
だ
け
で
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
は
な
い
。
愛
山
は
『
源
頼
朝
』
の
中

で
、
義
仲
を
「
革
命
家
」
と
呼
称
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
し
か
し
、
愛

山
は
松
本
新
八
郎
に
よ
る
と
、
「
革
命
」
と
い
う
言
葉
を
通
常
の
解
釈
と
相
違

し
て
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
松
本
新
八
郎
は
愛
山
著
『
足
利
尊
氏
』
（
岩
波

文
庫
）
の
解
説
で
、
愛
山
の
「
革
命
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

革
命
は
人
民
の
力
に
よ
っ
て
権
力
を
支
配
階
級
か
ら
奪
う
こ
と
に
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
愛
山
に
お
け
る
革
命
は
人
民
に
よ
る
た
ん

な
る
政
府
の
転
覆
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ｊ２
自
由
の
寵
児
と
し
て
の
義
仲

く
芥
川
の
い
う
革
命
児
と
し
て
の
義
仲
は
、
義
仲
固
有
の
性
格
と
不
可
分
の

関
係
に
あ
り
、
自
分
が
欲
し
た
と
こ
ろ
、
思
っ
た
と
こ
ろ
を
即
座
に
実
行
す

一
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の
所
以
、
彼
が
革
命
の
使
命
を
帯
び
た
る
健
児
た
る
の
所
以
…
…
（
三

最
後
、
傍
線
ｌ
堀
竹
）

ま
た
、
彼
義
仲
の
自
由
奔
放
な
る
性
格
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
害
得
失
、
成
敗

利
鈍
を
顧
み
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
も
頼
朝
と
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。

頼
朝
は
殆
ど
予
期
と
実
行
と
一
致
し
た
り
。
順
潮
に
あ
ら
ず
ン
ぱ
軽

舟
を
浮
べ
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
義
仲
は
成
敗
利
鈍
を
顧
み
ざ
り
き
。
利

害
得
失
を
計
ら
ざ
り
き
。
彼
は
塗
塙
に
馬
を
乗
り
懸
く
る
を
も
辞
せ
ざ

り
き
。
か
く
し
て
彼
は
相
と
し
て
敗
れ
た
り
。
而
し
て
彼
が
一
方
に
於

て
相
た
る
の
器
に
あ
ら
ざ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
将
た
る
の
材
を
具

へ
た
る
は
、
即
ち
義
仲
の
義
仲
た
る
所
以
、
彼
が
革
命
の
健
児
中
の
革

命
の
健
児
た
る
所
以
に
あ
ら
ず
や
。
（
三
最
後
）

義
仲
の
自
由
奔
放
な
性
格
と
関
連
し
て
、
芥
川
の
指
摘
す
る
義
仲
の
性
格

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
彼
は
赤
誠
の
人
也
。
彼
は
熱
情
の
人
也
。

・
彼
は
小
児
の
心
を
持
て
る
大
人
也
。

る
奔
放
不
覇
な
る
自
由
さ
が
あ
っ
た
。

芥
川
は
義
仲
の
法
住
寺
殿
攻
撃
に
ふ
れ
て
、
彼
の
革
命
的
健
児
た
る
の
所

以
を
そ
の
性
格
の
奔
放
不
覇
な
自
由
さ
に
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。

彼
が
法
皇
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
聞
く
や
、
彼
は
「
北
国
の
雪
を
は
ら
う

て
京
へ
上
り
し
よ
り
一
度
も
敵
に
後
を
見
せ
ず
、
仮
令
十
善
の
君
に
ま

し
ま
す
と
も
甲
を
脱
ぎ
弓
の
弦
を
は
づ
し
て
降
人
に
は
え
こ
そ
ま
ゐ
る

唯
其
期
す
る
所
を
行
は
む
と
欲
せ
し
也
。
是
豈
彼
が
一
身
を
顧
み
ざ
る

ま
じ
け
れ
」
と
絶
叫
し
た
り
。
（
中
略
）
彼
は
、
其
実
行
に
関
ら
ず
、

芥
川
が
若
き
日
に
高
山
樗
牛
の
著
書
に
親
し
ん
だ
の
は
、
つ
と
に
芥
川
の

よ
く
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
芥
川
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一

月
一
日
発
行
の
雑
誌
「
人
文
」
第
四
巻
第
一
号
（
岩
波
書
店
芥
川
龍
之
介

全
集
第
四
巻
、
一
九
九
六
所
収
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
樗
牛
の
事
」
に
は
、

芥
川
と
樗
牛
と
の
関
わ
り
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

中
学
の
三
年
の
時
だ
っ
た
。
三
学
期
の
試
験
を
す
ま
せ
た
後
で
、
休

暇
中
読
む
本
を
買
ひ
つ
け
の
本
屋
か
ら
、
何
冊
だ
か
取
り
よ
せ
た
事
が

あ
る
。
夏
目
先
生
の
虞
美
人
草
な
ど
も
、
そ
の
時
そ
の
中
に
交
っ
て
ゐ

・
彼
は
野
生
の
児
也
。

・
彼
は
唯
直
情
径
行
。
：
…

・
彼
は
情
熱
の
愛
児
也
。

そ
し
て
最
後
に
芥
川
は
最
終
的
に
義
仲
の
生
涯
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
締

め
く
く
る
。
芥
川
の
義
仲
に
対
す
る
思
い
は
次
の
文
章
に
す
べ
て
表
明
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

彼
の
粟
津
に
敗
死
す
る
や
。
年
僅
に
三
十
一
歳
。
（
中
略
）
し
か
も

彼
は
其
炎
々
た
る
革
命
的
精
神
と
不
屈
不
絆
の
野
生
と
を
以
て
、
個
性

の
自
由
を
求
め
、
新
時
代
の
光
明
を
求
め
、
人
生
に
与
ふ
る
に
新
な
る

意
義
と
新
な
る
光
栄
と
を
以
て
し
た
り
・
彼
の
一
生
は
失
敗
の
一
生
也
。

彼
の
歴
史
は
蹉
鉄
の
歴
史
也
。
彼
の
一
代
は
薄
幸
の
一
代
也
。
然
れ
ど

、
、
、
、
、
、

も
彼
の
生
涯
は
男
ら
し
き
生
涯
也
。
（
傍
点
ｌ
芥
川
）

二
、
高
山
樗
牛
１
１
「
清
盛
論
」
を
中
心
と
し
て

一
一
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た
か
と
思
ふ
。
が
、
中
で
も
一
番
大
部
だ
っ
た
の
は
、
樗
牛
全
集
の
五

冊
だ
っ
た
。

自
分
は
そ
の
頃
か
ら
非
常
な
濫
読
家
だ
っ
た
か
ら
、
一
週
間
の
休
暇

の
間
に
、
そ
れ
ら
の
本
を
手
に
任
せ
て
読
み
飛
し
た
。
勿
論
樗
牛
全
集

の
一
巻
、
二
巻
、
四
巻
な
ど
は
、
読
み
は
読
ん
で
も
む
づ
か
し
く
っ
て
、

よ
く
理
屈
が
の
み
こ
め
な
か
っ
た
の
に
違
ひ
な
い
。
が
、
三
巻
や
五
巻

な
ど
は
、
相
当
の
興
味
を
以
て
、
し
ま
ひ
ま
で
読
み
通
す
事
が
出
来
た

や
う
に
記
憶
す
る
。
（
以
下
略
）

さ
て
、
さ
き
に
芥
川
の
語
っ
た
樗
牛
全
集
の
第
三
巻
に
「
平
相
国
」
「
平

家
雑
感
」
の
記
事
が
あ
り
、
後
年
芥
川
が
「
義
仲
論
」
を
も
の
し
た
時
、
樗

牛
の
「
平
相
国
」
（
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
）
、
中
で
も
最
後
の
章
「
清

盛
論
」
（
一
二
）
は
、
芥
川
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

樗
牛
に
関
し
て
は
、
今
更
紹
介
す
る
必
要
も
な
い
程
で
あ
る
が
、
明
治
中

期
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
大
学
在
学
中
に
読
売
新
聞
懸
賞
小

説
に
応
募
し
て
、
「
滝
口
入
道
」
で
一
等
に
入
選
し
た
の
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
あ
る
。

芥
川
が
さ
き
に
語
っ
た
「
相
当
の
興
味
を
以
て
、
し
ま
ひ
ま
で
読
み
通
す

事
が
出
来
た
」
樗
牛
全
集
の
第
三
巻
を
見
る
と
、
歴
史
上
の
人
物
伝
が
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
釈
迦
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
、

日
蓮
上
人
ら
で
あ
る
。
「
平
相
国
」
は
勿
論
第
三
巻
に
あ
る
の
は
、
さ
き
に
も

述
べ
た
。
樗
牛
が
こ
の
よ
う
に
歴
史
上
の
偉
人
を
取
り
上
げ
た
こ
と
自
体
、

樗
牛
の
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
る
超
人
主
義
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ニ
ー
ッ
エ
は
、
更
に
論
歩
を
進
め
て
民
主
々
義
と
社
会
主
義
と
を
一

「
義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

撃
の
下
に
破
砕
し
、
揚
言
し
て
曰
く
、
人
道
の
目
的
は
衆
庶
平
等
の
利

福
に
存
ぜ
ず
し
て
、
却
て
少
数
な
る
模
範
的
人
物
の
産
出
に
在
り
。
是

の
如
き
模
範
的
人
物
は
即
ち
天
才
也
。
神
人
也
。
（
高
山
林
次
郎
「
文

明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」
、
『
近
代
評
論
集
Ｉ
、
日
本
近
代
文
学
大

系
釘
』
）

樗
牛
は
い
う
。
世
に
清
盛
を
評
す
る
者
は
、
「
其
の
狂
惇
暴
戻
を
言
は
ざ
る

（
２
）

は
無
し
」
と
。
し
か
し
、
そ
れ
は
清
盛
を
理
解
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
す
る

も
の
で
あ
り
、
清
盛
は
「
天
真
燗
慢
」
、
お
の
れ
の
欲
す
る
が
ま
ま
に
行
動

す
る
「
我
執
の
人
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
自
我
の
満
足
、
是
れ
彼
れ
に

と
り
て
最
上
の
道
義
た
り
き
」
と
い
う
。
常
識
論
か
ら
す
れ
ば
、
清
盛
の
な

し
た
る
行
動
は
「
狂
惇
」
で
あ
り
、
「
暴
戻
」
で
あ
り
、
ま
た
、
朝
廷
に
対

し
て
は
「
不
忠
の
臣
」
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
「
当
代

の
倫
理
を
超
越
し
た
る
一
巨
漢
」
で
あ
り
、
「
善
人
に
も
あ
ら
ず
、
悪
人
に

も
あ
ら
ず
、
唯
、
一
個
の
巨
人
、
一
個
の
快
男
児
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
樗
牛
は
清
盛
の
死
を
「
大
な
り
」
と
言
い
、
清
盛
の
生
を
「
大

な
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
樗
牛
が
清
盛
を
評
す
る
の
に
用
い
た
論
法
（
観
点
）
Ｉ
清
盛
を
善

で
も
な
け
れ
ば
、
悪
で
も
な
い
、
当
代
の
倫
理
を
越
え
た
者
と
す
る
規
定
（
超

人
主
義
）
は
、
芥
川
の
「
義
仲
論
」
に
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
．
芥
川
の
義

仲
評
を
見
て
み
よ
う
。

当
代
の
道
義
を
超
越
し
た
る
唯
一
個
の
巨
人
也
。
（
三
最
後
）

清
盛
と
義
仲
、
両
者
は
出
自
を
異
に
し
、
生
い
立
ち
も
環
境
的
条
件
も
全

く
異
に
す
る
が
、
不
思
議
に
性
格
的
に
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
性

一
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格
の
同
一
性
に
よ
り
芥
川
が
義
仲
を
論
文
に
選
定
し
た
時
、
樗
牛
の
「
清
盛

論
」
は
参
考
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

樗
牛
は
清
盛
を
か
く
評
す
る
。

一
言
す
れ
ば
大
人
に
し
て
、
尚
ほ
小
児
の
心
を
失
は
ざ
る
も
の
な
り
き
・

芥
川
は
義
仲
を
か
く
評
す
る
。

彼
は
小
児
の
心
を
持
て
る
大
人
也
、
怒
れ
ば
叫
び
、
悲
め
ぱ
泣
く
、
彼

は
実
に
善
を
知
ら
ざ
る
と
共
に
悪
を
も
亦
知
ら
ざ
り
し
也
。
（
三
最
後
）

私
的
な
こ
と
で
恐
縮
だ
が
、
私
は
去
年
あ
る
会
合
で
、
芥
川
の
「
義
仲
論
」

を
『
平
家
物
語
』
と
の
関
連
で
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
私
は
芥
川

の
「
義
仲
論
」
の
ベ
ー
ス
に
山
路
愛
山
の
『
源
頼
朝
』
の
影
響
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
芥
川
が
「
義
仲
論
」
を
執
筆
す
る
際
に
、
愛
山
の
『
源
頼
朝
』

が
座
右
の
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
へ
の
言
及
は
、
私
が
最
初
の
発
見
者

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
芥
川
の
研
究
に
関
し
て
、
全
く
の
素
人
で
あ
る
私
は

誤
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
芥
川
の
研
究
文
献
を
読
み
進
む
に
つ

れ
て
、
既
に
愛
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
知

っ
た
。
な
ん
と
も
不
明
の
致
す
と
こ
ろ
で
、
汗
顔
の
至
り
だ
が
、
一
応
こ
の

誌
面
を
借
り
て
私
の
失
敗
談
を
述
べ
て
お
く
。

さ
て
、
私
は
最
近
清
水
康
次
氏
の
論
文
「
「
野
性
」
の
系
譜
」
を
拝
読
し

た
。
そ
の
論
文
に
は
、
芥
川
の
「
義
仲
論
」
と
愛
山
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
氏
の
論
文
は
「
国
語
国
文
」
第
記
巻
２
号
、
平
成
元
年

三
、
山
路
愛
山
Ｉ
『
源
頼
朝
』
か
ら

（
一
九
八
九
）
二
月
に
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
私
は
氏
の
論
文
を
有
精
堂

の
『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
四
芥
川
龍
之
介
』
（
理
知
と
杼
情
、
宮
坂

党
編
、
一
九
九
三
年
六
月
刊
）
で
知
っ
た
。

『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
（
増
補
版
、
菊
池
弘
、
久
保
田
芳
太
郎
、
関
口
安

義
編
、
平
成
一
三
年
版
（
二
○
○
○
）
、
初
版
昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
、

明
治
書
院
）
の
「
義
仲
論
」
の
項
に
は
参
考
文
献
と
し
て
臼
井
吉
見
の
「
「
木

曾
義
仲
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系
妬
芥
川
龍
之
介
集
』

筑
摩
書
房
一
九
六
八
・
八
）
と
伊
豆
利
彦
氏
の
「
芥
川
文
学
の
原
点
ｌ

初
期
文
章
の
世
界
ｌ
」
（
「
日
本
文
学
」
一
九
七
三
・
七
）
の
二
編
し
か
載

せ
て
い
ず
、
清
水
氏
の
上
記
の
論
文
は
割
愛
さ
れ
て
い
た
。
臼
井
や
伊
豆
氏

の
論
文
も
芥
川
の
「
義
仲
論
」
を
考
え
る
時
、
重
要
な
参
考
文
献
で
あ
る
が
、

清
水
氏
の
論
文
も
「
義
仲
論
」
の
典
拠
を
指
摘
し
た
点
で
重
要
だ
と
思
う
。

芥
川
の
「
義
仲
論
」
の
出
典
を
最
初
に
指
摘
し
た
研
究
者
が
清
水
氏
か
ど

う
か
は
、
私
は
不
勉
強
で
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、
氏
の
論
文
を
拝
読
す
る
限

り
は
そ
う
言
え
る
だ
ろ
う
。

清
水
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
典
拠
と
な
っ
た
文
章
の
存
在
を
過
大
に

考
え
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私

は
芥
川
の
「
義
仲
論
」
考
察
す
る
と
き
、
や
は
り
典
拠
で
あ
る
愛
山
の
『
源

頼
朝
』
と
の
関
連
の
指
摘
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、

追
い
追
い
と
述
べ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

さ
て
、
愛
山
の
『
源
頼
朝
』
に
つ
い
て
書
誌
的
な
こ
と
を
述
べ
る
と
、
同

書
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
七
月
に
、
玄
黄
社
よ
り
『
源
頼
朝
』
（
『
時

代
代
表
日
本
英
雄
伝
』
第
五
巻
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
今
私
は
、
上

一
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記
の
著
書
を
底
本
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
東
洋
文
庫
四
七
七
の
『
源
頼
朝
』
を

参
考
資
料
と
し
て
見
て
い
き
た
い
。

歴
史
家
福
田
豊
彦
氏
は
同
書
の
解
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
．
：
本
書
は
、
山
路
愛
山
の
数
多
く
の
著
作
の
中
で
も
、
最
も
優
れ
た

作
品
で
あ
る
。

さ
ら
に
氏
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
模
範
的
日
本
人
」
を
通
じ
て
「
一
貫
し
た
る
日
本
歴
史
」
を
書
こ

う
と
し
た
本
書
は
、
単
な
る
『
人
物
伝
源
頼
朝
』
で
は
な
い
。
そ
れ

は
頼
朝
の
本
書
へ
の
初
登
場
が
第
十
章
、
全
体
の
三
分
の
一
を
終
え
た

後
で
あ
り
、
彼
の
活
躍
は
後
半
の
四
章
分
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
み
て
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
本
書
は
、
こ
の
「
源
頼
朝
」
登
場
以
前
に

お
い
て
も
勝
れ
て
お
り
、
八
十
年
後
の
今
日
の
歴
史
研
究
に
新
た
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
も
多
い
。

と
こ
ろ
で
『
源
頼
朝
』
の
各
章
毎
の
表
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
東
北
の
日
本
と
西
南
の
日
本

第
二
章
諸
国
住
人
と
は
何
ぞ
や

第
三
章
源
氏
の
勃
興

第
四
章
藤
原
氏
と
源
氏

第
五
章
院
政
論

第
六
章
源
平
両
立
の
時
代

第
七
章
保
元
の
乱

第
八
章
文
学
の
興
隆
及
び
信
仰
の
変
化

第
九
章
平
治
の
乱

「
義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

第
十
章
平
氏
執
権
の
時
代

第
十
一
章
平
氏
の
衰
運

第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡

第
十
三
章
頼
朝
義
経
の
不
和
及
び
奥
州
征
伐

第
十
四
章
政
治
家
と
し
て
の
源
頼
朝

第
十
五
章
源
頼
朝
は
如
何
な
る
人
ぞ

こ
の
中
で
芥
川
が
「
義
仲
論
」
を
執
筆
す
る
際
に
参
考
に
し
た
記
事
内
容

は
、
第
十
章
「
平
氏
執
権
の
時
代
」
か
ら
第
十
二
章
「
平
氏
の
滅
亡
」
に
至

る
ま
で
で
あ
る
。
と
く
に
第
十
二
章
中
の
「
源
義
仲
論
（
一
九
）
」
は
、
芥

川
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
愛
山
の

「
源
義
仲
論
」
を
今
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
九
点
程
で
あ
ろ
う
か
。

１
義
仲
は
藤
原
氏
政
治
の
圧
迫
に
対
す
る
反
抗
の
権
化
で
あ
る
。

⑫
彼
は
田
舎
漢
で
あ
り
、
野
人
で
あ
る
。

３
彼
は
行
雲
の
ご
と
く
、
流
水
の
如
く
動
け
る
の
み
で
あ
っ
た
。

４
彼
は
直
情
径
行
で
あ
っ
た
。

幅
彼
は
当
時
の
貴
族
、
朝
紳
が
生
命
よ
り
大
切
に
し
た
意
義
な
き
縄
墨
、

死
せ
る
儀
仗
に
従
順
で
は
な
か
っ
た
。

陥
彼
は
皇
室
に
対
し
て
、
尊
崇
の
念
が
劣
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

７
叔
父
義
弘
、
行
家
を
保
護
し
、
背
く
こ
と
な
く
、
頼
朝
と
の
戦
い
を

避
け
た
の
も
彼
の
美
質
で
あ
っ
た
。

８
彼
に
と
っ
て
拙
劣
の
極
み
は
、
糧
食
に
窮
し
て
自
保
の
手
段
を
と
っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

９
彼
は
旧
き
時
代
を
破
壊
す
べ
き
使
命
を
帯
び
て
世
に
生
ま
れ
た
の
で

一
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ｊｌ
平
氏
の
西
国
経
営

く

芥
川
ｌ
入
道
相
国
の
燗
眼
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
権
を
収
め
て
、
四
国

九
州
の
勢
力
を
福
原
に
集
中
す
る
の
急
務
な
る
を
察
せ
し
な

れ
。
（
一
平
氏
政
府
）

愛
山
ｌ
伊
勢
平
氏
の
功
を
立
て
た
る
は
西
国
に
在
り
：
：
：
瀬
戸
内
海

の
海
権
を
掌
り
、
四
国
九
州
の
勢
力
を
福
原
に
集
中
し
て
以

て
天
下
に
臨
む
・
・
・
：
．
（
第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡
（
二
東

国
の
状
態
）

西
国
経
営
に
つ
い
て
、
芥
川
は
「
入
道
相
国
の
燗
眼
」
と
言
い
、
愛
山
は

「
伊
勢
平
氏
の
功
」
と
言
い
、
字
句
上
の
相
違
は
あ
る
が
、
内
容
は
同
じ
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

あ
る
。

愛
山
の
右
の
義
仲
論
は
、
芥
川
の
義
仲
論
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、

私
が
先
の
一
の
「
芥
川
龍
之
介
の
義
仲
観
」
で
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
あ

る
程
度
了
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
芥
川
の
「
義
仲
論
」
と
愛
山
の
．
『
源
頼
朝
』
と
の
表
現
上
で
の
類
似

点
を
指
摘
し
た
い
。

ｊ２
福
原
遷
都

く

芥
川
Ｉ
請
ふ
吾
人
を
し
て
福
原
の
遷
都
を
語
ら
し
め
よ
。
何
と
な
れ

ば
此
一
挙
は
、
入
道
相
国
が
政
治
家
と
し
て
の
長
所
と
毎
所

と
を
、
最
も
遺
憾
な
く
現
し
た
れ
ば
也
。
（
二
革
命
軍
）

愛
山
ｌ
桓
武
天
皇
の
遷
都
以
来
四
百
年
に
及
び
た
る
帝
都
の
歴
史
を

無
視
し
一
朝
に
し
て
之
を
他
に
移
さ
ん
と
す
（
中
略
）
清
盛

の
政
治
家
た
る
長
所
と
短
所
と
は
最
も
善
く
此
一
挙
に
現
は

れ
た
り
。
（
第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡
（
五
）
近
畿
の
騒
擾
。

平
氏
の
狼
狽
。
附
福
原
遷
都
及
び
園
城
寺
南
都
の
兵
変
）

福
原
遷
都
に
つ
い
て
、
清
盛
の
長
所
と
短
所
と
を
指
摘
し
た
こ
と
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
芥
川
は
清
盛
の
長
所
と

し
て
「
彼
が
政
治
家
と
し
て
の
長
所
は
、
実
に
唯
此
大
所
を
見
る
の
明
に
存

し
た
り
き
」
と
い
う
。
一
方
愛
山
は
、
「
彼
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
大

所
を
見
る
の
明
あ
り
き
」
と
い
う
。
大
所
の
明
と
い
う
点
で
両
者
は
共
通
し

て
い
る
。

で
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
大
所
の
明
」
と
い
っ
て
い
る

の
か
。芥

川
は
「
彼
は
瀬
戸
内
海
の
海
権
に
留
意
し
、
其
咽
喉
た
る
福
原
を
以
て

政
権
の
中
心
と
す
る
の
得
策
な
る
を
知
れ
り
」
と
。
愛
山
は
、
「
彼
が
瀬
戸

内
海
の
海
権
に
注
意
し
、
其
咽
喉
の
地
を
以
て
政
治
の
中
心
と
せ
ん
と
し
た

る
こ
と
」
と
。
両
者
は
言
葉
遣
い
ま
で
が
類
似
し
て
い
る
。

で
は
、
清
盛
の
短
所
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
芥
川
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
何

度
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
次
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
其
目
的
を
行
は
む
に
は
、
余
り
に
其
手
段
を
選
ぱ
ざ
り
き
。
余

り
に
輿
論
を
重
ん
ぜ
ざ
り
き
。
余
り
に
、
単
刀
直
入
に
す
ぎ
た
り
き
。

愛
山
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

一

ワ ー

○



ｊ３
宗
盛
は
不
肖
の
子

グ
ー
６
、

、
、
、
、

芥
川
ｌ
宗
盛
次
い
で
立
つ
。
然
れ
ど
も
彼
は
不
肖
の
子
な
り
き
・
彼

は
経
世
的
手
腕
と
眼
孔
と
に
於
て
は
殆
ん
ど
乃
父
浄
海
の
足

下
に
も
及
ぶ
能
は
ざ
り
き
。
彼
は
興
福
東
大
両
寺
の
荘
園
を

還
附
し
、
宣
旨
を
以
て
三
十
五
ヶ
国
に
謀
し
興
福
寺
の
修
造

を
命
ぜ
し
め
し
が
如
き
、
仏
に
俵
し
僧
に
誤
ひ
、
平
門
の
威

武
を
墜
さ
し
む
る
、
是
よ
り
大
な
る
は
非
ず
。
（
二
革
命
軍
）

山
路
ｌ
彼
に
継
ぎ
て
平
氏
の
家
督
た
り
し
宗
盛
は
其
人
物
識
見
に
於

て
固
よ
り
不
肖
の
子
と
云
ふ
べ
き
も
の
な
り
き
・
（
中
略
）

彼
は
其
父
が
園
城
寺
及
び
南
都
を
火
き
て
不
人
望
と
な
り
し

を
知
れ
る
が
故
に
清
盛
の
残
後
間
も
な
く
嘗
て
収
公
し
た
る

東
大
寺
、
興
福
寺
の
荘
園
を
二
寺
に
還
附
し
、
嘗
て
奪
ひ
た

る
二
寺
僧
綱
の
官
を
復
し
、
尋
て
六
月
十
五
日
に
至
り
て
宣

旨
を
以
て
三
十
五
国
に
課
し
興
福
寺
の
修
造
を
命
じ
た
り
。

（
第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡
（
六
）
平
清
盛
硬
す
。
平
氏
の

財
政
難
）

芥
川
、
山
路
と
も
清
盛
の
後
継
ぎ
の
宗
盛
を
「
不
肖
の
子
」
と
呼
ぶ
の
は

さ
れ
ど
彼
は
其
新
案
を
実
行
せ
ん
と
す
る
に
於
て
余
り
に
急
激
な
り

き
・
余
り
に
輿
論
を
無
視
し
た
り
き
。
余
り
に
直
情
径
行
な
り
き
。

字
句
上
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
同

一
と
い
っ
て
よ
い
。「

義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

異
論
は
な
い
。
も
っ
と
も
宗
盛
が
不
肖
の
子
で
あ
っ
た
り
、
嫡
子
重
盛
に
比

較
し
て
格
段
に
劣
っ
た
人
物
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
の
は
、
原
典
で
あ

る
『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
以
来
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
不
思
議
は
な

い
。
た
だ
問
題
は
不
肖
の
子
の
具
体
的
理
由
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
を
芥
川
、

愛
山
と
も
に
共
通
し
て
興
福
寺
、
東
大
寺
修
造
及
び
荘
園
の
還
付
に
置
い
て

い
る
点
で
あ
る
。
芥
川
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
が
「
仏
に
俵
し
僧
に
謬
っ
た

云
々
と
し
て
い
る
が
、
実
は
愛
山
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
次

か
ら
も
了
解
さ
れ
よ
う
。

今
や
宗
盛
の
世
に
至
り
て
連
り
に
南
都
の
機
嫌
を
取
り
、
其
父
の
放

火
し
た
る
二
寺
の
修
造
に
従
事
す
。
是
豈
僧
徒
を
霜
ら
し
世
人
の
迷
信

に
口
実
を
与
へ
、
併
せ
て
平
氏
の
威
信
を
失
は
し
む
る
も
の
に
非
ず
や

：
…
．
（
第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡
（
六
）
平
清
盛
段
す
。
平
氏
の
財
政

難
）

と
こ
ろ
で
、
治
承
五
年
（
養
和
元
年
、
二
八
二
六
月
十
五
日
の
宣
旨

で
、
三
十
五
か
国
に
課
し
て
興
福
寺
の
修
造
を
命
じ
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
愛
山
も
い
う
よ
う
に
藤
原
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
の
同
日
の
記
事
に

見
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
記
の
筆
者
の
兼
実
は
こ
れ
に
つ
い
て
は

何
等
の
感
想
や
意
見
も
、
つ
け
加
え
て
い
な
い
。
単
に
宣
旨
の
内
容
を
記
す

の
み
で
あ
る
。

宗
盛
を
「
不
肖
の
子
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
的
理
由
を
南
都
の
東
大
寺
や

興
福
寺
の
還
付
、
さ
ら
に
諸
国
に
興
福
寺
の
修
造
を
命
じ
た
宣
旨
で
示
し
、

最
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
感
想
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、
宗
盛
を
批
難
す
る

一
一

一

一
一



ｊ４
平
氏
の
財
政
窮
乏

く

芥
川
ｌ
此
時
に
於
て
平
氏
に
致
命
の
打
撃
を
与
へ
た
る
は
、
実
に
其

財
政
難
な
り
き
・
（
中
略
）
平
氏
が
使
者
を
伊
勢
の
神
三
郡

に
遣
り
て
、
兵
糧
米
を
充
課
し
た
る
が
如
き
。
は
た
、
平
貞

能
の
九
州
に
下
り
て
、
橋
を
重
う
し
、
賦
を
繁
う
し
、
四
方

の
怨
瑳
を
招
き
し
が
如
き
、
是
、
平
氏
の
財
力
の
既
に
窮
し

た
る
を
表
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
（
二
革
命
軍
）

山
路
’
且
当
時
平
氏
の
患
は
実
に
財
力
の
窮
乏
に
在
り
。
何
の
世
に

於
て
も
得
意
の
境
界
に
在
る
も
の
は
却
て
其
騒
著
の
為
め
に

財
力
の
窮
乏
を
来
た
す
を
常
と
す
。
是
時
に
方
り
て
平
氏
が

使
者
を
伊
勢
の
神
三
郡
（
大
神
宮
鎮
座
の
地
な
り
）
に
入
れ

あ
て
か

兵
糧
米
を
充
課
し
、
民
烟
を
追
捕
し
、
世
人
を
し
て
天
照
大

神
鎮
座
以
後
千
百
余
歳
未
だ
嘗
て
此
の
如
き
例
あ
ら
ず
と
言

は
し
め
し
が
如
き
、
（
中
略
）
平
貞
能
の
鎮
西
に
下
る
や
使

者
を
派
し
て
荘
園
、
社
寺
に
遣
り
詠
求
峻
急
な
り
し
が
為
め

に
大
に
九
州
の
人
望
を
失
ひ
し
が
如
き
…
．
．
．
（
第
十
二
章

平
氏
の
滅
亡
（
六
）
平
清
盛
硬
す
。
平
氏
の
財
政
難
）

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
『
吾
妻
鏡
』
の
治
承
五
年
正
月
二
十
一
日
の
記

事
に
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

平
相
国
禅
門
騒
著
の
余
り
、
朝
政
を
蔑
如
し
、
神
威
を
勿
緒
し
、
仏

言
辞
は
、
芥
川
、
愛
山
と
も
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
な
い
。
や
は
り

愛
山
か
ら
芥
川
へ
の
影
響
関
係
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

法
を
破
滅
し
、
人
庶
を
悩
乱
す
。
近
く
は
す
な
は
ち
使
者
を
伊
勢
国
神

あ
お
ほ

三
郡
（
大
神
宮
御
鎮
座
）
に
放
ち
入
れ
、
兵
線
米
を
充
て
課
せ
、
民
烟

を
追
捕
す
。
天
照
太
神
鎮
座
よ
り
以
降
千
百
余
歳
、
い
ま
だ
か
く
の
ご

と
き
例
あ
ら
ず
と
云
奄

ま
た
平
貞
能
の
鎮
西
下
り
に
つ
い
て
は
、
『
吾
妻
鏡
』
の
養
和
二
年
（
一

一
八
二
）
四
月
十
一
日
の
条
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

貞
能
、
平
家
の
使
者
と
し
て
、
こ
の
間
鎮
西
に
あ
り
。
し
か
る
に
官

使
を
申
し
下
し
、
数
輩
の
私
使
を
相
副
へ
、
兵
糧
米
と
称
し
て
国
郡
を

廻
り
、
水
火
の
責
め
を
な
す
。
庶
民
こ
と
ご
と
く
も
っ
て
こ
れ
が
た
め

つ
い

に
費
ゆ
。
（
以
下
略
）

ま
ず
『
吾
妻
鏡
』
の
治
承
五
年
正
月
二
十
一
日
の
記
事
に
関
し
て
は
、
使

者
を
伊
勢
三
郡
に
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
清
盛
の
「
霜
著
の
余
り
」
の
横

暴
な
行
為
で
あ
っ
て
財
政
難
故
の
行
為
と
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、

『
吾
妻
鏡
』
の
養
和
二
年
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
事
実
の
み
を
記
載
し
て
い

る
だ
け
で
、
な
ぜ
貞
能
が
そ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
述
べ

て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
兵
糧
米
を
徴
収
し
た
こ
と
は
、
平
氏
側
が
そ

れ
だ
け
財
政
上
逼
迫
し
て
い
た
こ
と
を
現
す
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
芥

川
と
愛
山
と
が
「
財
政
難
」
と
し
て
、
年
月
の
異
な
る
両
方
の
記
事
を
一
纏

め
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
愛
山
か
ら
芥
川
へ
の
影
響
関
係
を
考
え
た

方
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ｊ５
旧
習
・
旧
弊
の
打
破

く

芥
川
ｌ
彼
が
寿
永
革
命
史
上
に
一
頭
地
を
抽
く
所
以
の
も
の
は
、
要

一
一
一
一



ｊｑ
ひ
と
つ
の
不
思
議

芥
川
の
「
義
仲
論
」
を
考
え
る
時
、
高
山
樗
牛
の
「
清
盛
論
」
、
さ
ら
に

は
山
路
愛
山
の
『
源
頼
朝
』
の
影
響
は
隠
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、

さ
き
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
く
に
愛
山
の
「
源
頼
朝
」
は
芥
川
に
と

っ
て
座
右
の
書
で
あ
り
、
彼
が
「
義
仲
論
」
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
な
く
て

か
な
わ
ぬ
著
書
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
不
思
議
が
あ
る
。
そ
れ
は
芥
川
が
愛
山
に

つ
い
て
は
一
言
も
言
及
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
は
後
年
彼
が
影
響
を
う

け
た
書
物
や
人
物
、
ま
た
若
い
頃
の
読
書
遍
歴
、
あ
る
い
は
彼
が
創
作
ま
た

は
著
作
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
彼
が
ベ
ー
ス
に
し
た
出
典
等
を
い
ろ
い
ろ
と

語
り
か
け
る
が
、
愛
山
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
一
言
も
語

す
る
に
彼
は
飽
く
迄
も
破
壊
的
に
無
意
義
な
る
縄
墨
と
習
慣

と
を
躁
躍
し
て
顧
み
ざ
る
が
故
に
あ
ら
ず
や
。
（
三
最
後
）

山
路
ｌ
彼
の
蒙
り
た
る
非
難
は
当
時
の
貴
旋
朝
紳
が
生
命
よ

り
も
大
切
に
し
た
る
、
意
義
な
き
縄
墨
、
死
せ
る
儀
文
に
従

順
な
ら
ざ
り
し
が
為
め
の
み
。
（
第
十
二
章
平
氏
の
滅
亡

（
一
九
）
源
義
仲
論
）

両
者
同
一
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
は
今
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
芥
川
と
愛
山
の
歴
史
的
叙
述
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
類
似
す

る
内
容
を
指
摘
し
た
。

四
、
芥
川
龍
之
介
「
義
仲
論
」
を
ど
う
読
む
か

「
義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

ら
な
い
．
管
見
の
及
ぶ
限
り
は
そ
う
で
あ
麺
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

ひ
と
つ
の
疑
問
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
私
の
文
壇
に
出
る
ま
で
」
（
「
文
章
倶
楽
部
」
第
二
年
第
八

号
、
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
）
所
収
）
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

私
は
十
位
の
時
か
ら
、
英
語
と
漢
学
を
習
っ
た
。
高
等
小
学
の
二
一
年

か
ら
第
三
中
学
に
入
っ
た
。
恰
度
上
級
に
は
後
藤
末
雄
、
久
保
田
萬
太

郎
の
両
氏
が
あ
っ
た
。
私
は
大
層
温
和
し
か
っ
た
。
そ
し
て
書
く
こ
と

は
好
き
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
五
年
の
時
に
唯
一
度
学
校
の
雑
誌
に
『
義

仲
論
』
と
い
ふ
論
文
を
出
し
た
き
り
で
、
将
来
は
歴
史
家
に
な
ら
う
と

思
っ
て
ゐ
た
。
（
以
下
略
）

芥
川
は
「
義
仲
論
」
を
中
学
校
の
雑
誌
に
発
表
し
た
こ
と
を
語
る
が
、
愛

山
に
つ
い
て
は
何
等
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
文
の
後
で
、
彼
は
小
学
校

時
代
、
中
学
校
時
代
、
高
校
、
大
学
時
代
の
読
書
傾
向
を
具
体
的
に
語
っ
て

い
る
が
、
愛
山
の
名
は
残
念
な
が
ら
見
当
ら
な
い
。

次
に
示
説
を
書
き
出
し
た
の
は
友
人
の
煽
動
に
負
ふ
所
が
多
い
ｌ
出

世
作
を
出
す
ま
で
’
三
「
新
潮
」
第
一
一
干
巻
第
一
号
、
芥
川
龍
之
介
全
集

第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）
所
収
）
に
「
義
仲
論
」
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
そ
の
前
後
の
文
章
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

小
学
校
に
通
っ
て
ゐ
る
頃
、
私
の
近
所
に
あ
っ
た
貸
本
屋
の
高
い
棚

に
、
講
釈
の
本
な
ど
が
沢
山
並
ん
で
ゐ
た
。
そ
れ
を
何
時
の
間
に
か
端

か
ら
端
迄
す
っ
か
り
読
み
尽
し
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
、
さ
う
し
た
も

一
一
一
一
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の
か
ら
導
か
れ
て
、
ま
づ
「
八
犬
伝
」
を
読
み
、
「
西
遊
記
」
「
水
耕
伝
」

を
読
み
、
馬
琴
の
も
の
、
三
馬
の
も
の
、
一
九
の
も
の
、
近
松
の
も
の

を
読
み
始
め
た
。
傍
ら
十
歳
位
の
時
か
ら
始
め
て
ゐ
た
英
語
と
漢
学
と

を
習
っ
た
。
徳
富
麓
花
の
「
思
ひ
出
の
記
」
や
「
自
然
と
人
生
」
を
、

高
等
小
学
一
年
の
時
に
読
ん
だ
。
中
学
時
代
に
は
、
泉
鏡
花
の
も
の
に

没
頭
し
て
、
そ
れ
を
悉
く
読
ん
だ
。
漢
詩
も
可
成
り
読
ん
だ
。
続
い
て

夏
目
さ
ん
の
も
の
、
森
さ
ん
の
も
の
も
大
抵
皆
読
ん
で
ゐ
る
。
中
学
の

五
年
の
時
に
「
義
仲
論
」
と
い
ふ
論
文
を
校
友
会
雑
誌
に
出
し
た
。
こ

れ
が
一
番
始
め
に
書
い
て
出
し
て
見
た
文
章
で
あ
っ
た
。
（
以
下
略
）

こ
こ
に
も
徳
富
麓
花
、
泉
鏡
花
、
夏
目
漱
石
、
森
鴎
外
等
の
名
前
が
出
て

く
る
が
、
愛
山
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

愛
山
は
明
治
期
に
活
躍
し
た
史
論
家
、
評
論
家
で
あ
り
、
『
源
頼
朝
』
は

当
時
多
く
の
読
者
層
を
獲
得
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
芥
川
が
か
く
沈
黙
を

守
る
理
由
は
な
ぜ
な
の
か
。
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
不
明
で
あ
る
。

(2）

「
義
仲
論
」
を
ど
う
評
価
す
る
か

①
芥
川
自
身
相
当
な
程
度
の
歴
史
認
識
を
示
し
て
い
る
。

②
し
か
し
、
そ
れ
は
愛
山
の
『
源
頼
朝
』
の
内
容
を
、
芥
川
が
十
分
に

理
解
し
、
学
習
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
学
力
的
に
優
秀
な

秀
才
の
論
文
と
言
え
る
。

③
義
仲
を
め
ぐ
る
歴
史
的
認
識
に
関
し
て
は
、
大
方
の
点
で
愛
山
の
『
源

頼
朝
』
の
影
響
は
大
で
あ
る
。
そ
の
点
で
独
創
性
に
欠
け
る
恨
み
が

あ
る
。

④
し
か
し
、
芥
川
が
木
曾
の
自
然
に
注
目
し
、
そ
れ
を
義
仲
の
革
命
の

覇
気
と
結
び
つ
け
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
芥
川
の
独
創
で
あ
り
、
愛

山
に
は
な
い
こ
と
で
、
芥
川
の
ひ
と
つ
の
発
見
と
い
っ
て
よ
い
。

⑤
芥
川
の
義
仲
に
対
す
る
強
烈
な
思
い
が
行
間
に
溢
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
義
仲
を
描
く
際
、
義
仲
の
人
間
的
側
面
に
傾
斜
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

①
に
つ
い
て
、
臼
井
吉
見
は
例
の
「
「
木
曾
義
仲
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」
で
、

芥
川
の
「
義
仲
論
」
を
賛
嘆
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

漢
文
と
歴
史
の
学
力
の
綜
合
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
瞠
目
に

価
す
る
。
史
眼
、
立
論
、
文
章
、
全
体
の
布
置
結
構
Ｉ
こ
れ
が
中
学

生
の
筆
に
成
る
も
の
と
誰
が
信
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

ま
っ
た
く
文
句
な
し
の
絶
賛
で
あ
る
が
、
愛
山
の
よ
き
学
習
者
、
理
解
者

と
し
て
の
芥
川
の
論
文
で
あ
れ
ば
、
臼
井
が
か
く
絶
賛
す
る
の
も
不
思
議
で

は
な
い
。

③
に
つ
い
て
は
、
さ
き
程
の
清
水
康
次
氏
の
論
文
に
「
『
義
仲
論
』
の
内

容
に
は
、
独
創
的
な
部
分
は
少
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た
吉
田
精
一
は
著
書
『
芥

川
龍
之
介
Ｉ
』
（
吉
田
精
一
著
作
集
桜
楓
社
一
九
七
九
・
十
二
に
「
義

仲
論
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
章
と
し
て
は
谷
崎
潤
一
郎
の
中
学
時
代
の
作
品
の
よ
う
な
天
才
的

な
光
彩
は
発
見
出
来
な
い
。
た
夏
比
較
的
自
由
に
漢
語
を
駆
使
し
得
て

い
る
こ
と
と
、
歴
史
的
事
実
の
細
か
い
点
迄
通
暁
し
て
い
る
点
は
、
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
四
、
中
学
時
代
）

芥
川
の
文
章
を
谷
崎
潤
一
郎
と
比
較
し
て
、
「
天
才
的
な
光
彩
は
発
見
出

二
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ｊ３
芥
川
が
「
義
仲
論
」
で
求
め
た
も
の

く
私
は
こ
こ
で
再
度
臼
井
吉
見
及
び
伊
豆
利
彦
氏
の
論
文
を
取
り
上
げ
る
。

臼
井
吉
見
は
「
「
木
曾
義
仲
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」
で
、
芥
川
が
義
仲
に
何

を
求
め
た
の
か
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
自
身
の
周
囲
に
充
満
し
て
い
た
も
の
が
、
江
戸
的
、
下
町
的
な
も

の
だ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
そ
れ
に
反
発
し
て
、
義
仲
的
な
も
の
を
求
め
ず

に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
し
て
、
「
原
始
的
な
心
」
「
蛮
気
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
こ
そ
芥
川
が

「
本
来
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
或
阿
呆

の
一
生
」
に
、
「
凄
ま
じ
い
空
中
の
火
花
だ
け
は
命
と
取
り
換
へ
て
も
つ
か

ま
へ
た
か
つ
た
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
引
用
し
、
臼
井
は
芥
川
が
「
生
涯
を
通

じ
て
そ
れ
を
求
め
、
つ
い
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
悲
鳴
の
ご
と
き
も
の
を
聞
き

来
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
芥
川
の
論
文
の
独
創
性
に
欠
け
る
こ
と
を
指

摘
し
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

④
に
関
し
て
は
、
少
年
芥
川
の
独
創
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
大
い
に
評

価
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
伊
豆
氏
が
例
の
「
芥
川
文
学
の
原
点

ｌ
初
期
文
章
の
世
界
ｌ
」
で
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
明
治
四
十
二

年
（
一
九
○
九
）
の
夏
に
、
芥
川
が
槍
ヶ
岳
登
山
を
し
た
体
験
と
重
ね
て
論

じ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。

⑤
の
「
人
間
的
側
面
に
傾
斜
す
る
」
と
は
さ
き
の
清
水
康
次
氏
の
論
文
に

「
ひ
た
す
ら
義
仲
の
人
間
性
の
問
題
に
重
心
を
置
い
て
い
る
」
と
あ
る
発
言

に
賛
成
し
て
、
私
流
に
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
義
仲
論
」
（
芥
川
龍
之
介
）
試
論

取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。

さ
ら
に
伊
豆
利
彦
氏
は
例
の
「
芥
川
文
学
の
原
点
ｌ
初
期
文
章
の
世
界

ｌ
」
で
、
臼
井
吉
見
が
芥
川
の
い
う
「
革
命
の
健
児
」
と
い
う
「
革
命
」

の
言
葉
を
脱
落
さ
せ
て
、
「
義
仲
論
」
を
論
じ
た
と
批
判
し
、
．
義
仲
論
」

を
貫
く
も
の
は
、
「
革
命
的
精
神
」
の
調
歌
で
あ
り
、
讃
美
で
あ
り
、
憧
慢

で
あ
っ
た
」
と
す
る
。

さ
ら
に
氏
は
続
け
る
。

芥
川
を
し
て
「
義
仲
論
」
を
書
か
せ
た
も
の
は
、
革
命
を
お
も
う
熱

い
心
で
あ
る
。
芥
川
は
客
観
的
な
歴
史
の
叙
述
を
目
ざ
し
、
正
し
い
史

実
の
解
釈
を
目
ざ
し
た
の
で
は
な
い
。
源
平
合
戦
を
借
り
て
革
命
の
夢

を
語
り
、
木
曽
義
仲
に
自
分
の
夢
み
る
革
命
の
健
児
を
描
き
出
し
た
。

さ
て
、
先
の
臼
井
の
論
文
の
前
半
に
い
う
「
江
戸
町
、
下
町
的
な
も
の
」

に
対
す
る
芥
川
の
反
発
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
ず
、
反
発
し
つ
つ
も

愛
着
し
て
い
る
面
が
あ
り
、
全
面
的
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
半

に
関
し
て
は
、
つ
ま
り
「
原
始
的
な
心
」
「
蛮
気
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
」
に

対
す
る
強
烈
な
思
い
は
ま
っ
た
く
私
も
同
感
で
あ
る
。

一
方
、
伊
豆
氏
の
「
革
命
」
を
め
ぐ
る
意
見
だ
が
、
芥
川
が
義
仲
の
時
代

を
「
革
命
」
と
位
置
づ
け
た
こ
と
自
体
、
た
と
え
そ
れ
が
愛
山
の
示
唆
を
う

け
た
と
は
い
う
も
の
の
、
一
点
の
疑
義
は
残
る
。
ま
た
、
芥
川
が
ど
こ
ま
で

社
会
革
命
を
思
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
伊
豆
氏
の
い

う
芥
川
の
初
期
の
作
品
「
日
光
小
品
」
の
「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
」
云
々
の
問
題

は
あ
る
に
せ
よ
で
あ
る
。
私
は
伊
豆
氏
の
革
命
説
に
は
、
ま
だ
そ
の
ま
ま
に

は
の
め
り
込
ん
で
い
け
な
い
で
い
る
。

一
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で
は
芥
川
は
義
仲
を
論
ず
る
こ
と
で
何
を
語
り
た
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
芥
川
を
取
り
囲
む
周
囲
の
現
実
１
１
１
家
庭
、
学
校
社
会
、
友
人
、

人
間
関
係
等
々
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
自
由
を
拘
束
し
、
束
縛
す
る
ｌ
を
義

仲
的
な
力
（
生
命
力
）
を
借
り
て
破
壊
し
て
み
た
い
と
い
う
激
烈
な
思
い
で

は
な
か
っ
た
か
。
破
壊
の
対
象
は
あ
る
特
定
の
対
象
で
は
な
く
、
人
間
的
自

由
を
奪
う
も
の
な
ら
ば
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
破
壊
や
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
破
壊
と
同
様
に
芥
川
に
は
、
義
仲
に
対
す
る
強
烈
な
憧
れ
が
あ
っ

た
。
彼
義
仲
が
積
極
的
に
人
生
を
生
き
、
い
や
生
き
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

生
命
力
そ
の
も
の
、
原
始
的
な
ま
で
の
強
烈
な
火
花
を
有
す
る
精
神
と
肉
体

を
横
溢
さ
せ
て
、
一
時
代
を
男
ら
し
く
生
き
た
義
仲
の
一
生
こ
そ
、
芥
川
が

憧
れ
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
義
仲
の
生
を
憧
れ
の
生
と
し
て
、

自
分
の
周
囲
の
現
実
を
見
回
し
た
時
、
ま
す
ま
す
義
仲
の
生
が
憧
僚
さ
れ
て

最
後
に
付
け
加
え
た
い
。
こ
の
「
義
仲
論
」
は
義
仲
を
通
し
て
、
少
年
芥

川
の
人
生
の
夢
を
語
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
「
義

仲
論
」
の
成
立
動
機
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

注（
１
）
芥
川
龍
之
介
の
「
義
仲
論
」
の
本
文
は
、
岩
波
書
店
の
芥
川
龍
之
介
全

集
第
二
十
一
巻
（
一
九
九
七
）
に
よ
っ
た
。
初
出
は
東
京
府
立
第
三
中

学
校
「
学
友
会
雑
誌
」
第
一
五
号
（
一
九
一
○
・
二
）
で
あ
る
。

（
２
）
樗
牛
の
「
清
盛
輪
」
は
樗
牛
全
集
・
第
三
巻
（
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

四
月
刊
、
博
文
館
）
に
よ
っ
た
。

（
３
）
『
全
訳
吾
妻
鏡
』
（
一
九
七
六
・
一
○
新
人
物
往
来
社
）
に
よ
る
。
以

下
本
文
中
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
は
上
記
に
よ
っ
た
。

（
４
）
た
だ
芥
川
の
書
簡
集
に
葛
巻
義
敏
様
宛
と
し
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九

二
六
）
四
月
二
十
三
日
付
け
の
絵
葉
書
に
「
又
カ
ラ
カ
ミ
の
本
棚
の
一
番

上
の
段
に
山
路
愛
山
著
孔
子
論
…
…
」
（
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
十
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
七
）
と
あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
物
を
送
る
よ
う
に
指
示

し
て
い
る
の
が
、
唯
一
愛
山
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ほ
り
た
け
．
た
だ
あ
き
本
学
非
常
勤
講
師
）

一
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